
（
計
画
対
象
第
二
種
特
定
有
期
雇
用
労
働
者
に
係
る
労
働
条
件
の
明
示
の
特
例
）

（
計
画
対
象
第
二
種
特
定
有
期
雇
用
労
働
者
に
係
る
労
働
条
件
の
明
示
の
特
例
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

第
二
種
特
定
有
期
労
働
条
件
に
係
る
労
働
基
準
法
第
十
五
条
第
一
項
後
段
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

は
、
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項

と
す
る
。

２

第
二
種
特
定
有
期
労
働
条
件
に
係
る
労
働
基
準
法
第
十
五
条
第
一
項
後
段
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

は
、
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項

と
す
る
。

３

前
項
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
労
働
基
準
法
第
十
五
条
第
一
項
後
段
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、

計
画
対
象
第
二
種
特
定
有
期
雇
用
労
働
者
に
対
す
る
前
項
に
規
定
す
る
事
項
が
明
ら
か
と
な
る
書
面
の
交
付
と

す
る
。
た
だ
し
、
当
該
計
画
対
象
第
二
種
特
定
有
期
雇
用
労
働
者
が
同
項
に
規
定
す
る
事
項
が
明
ら
か
と
な
る

前
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
こ
と
を
希
望
し
た
場
合
に
は
、
当
該
方
法
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

３

前
項
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
労
働
基
準
法
第
十
五
条
第
一
項
後
段
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、

計
画
対
象
第
二
種
特
定
有
期
雇
用
労
働
者
に
対
す
る
前
項
に
規
定
す
る
事
項
が
明
ら
か
と
な
る
書
面
の
交
付
と

す
る
。

（
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
一
般
事
業
主
行
動
計
画
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
一
般
事
業
主
行
動
計
画
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
に
関
す
る
状
況
の
把
握
等
）

（
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
に
関
す
る
状
況
の
把
握
等
）

第
二
条

法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
事
業
主
が
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
直
近
の
事
業
年
度
に
お
け
る
そ
の
事
業
に
お
け
る
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
に
関
す

る
状
況
に
関
し
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
第
五
号

か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
号
及
び

第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
は
、
雇
用
管
理
区
分
（
職
種
、
資
格
、
雇
用
形
態
、
就
業
形
態
等
の
労
働
者
の
区
分
で

あ
っ
て
、
当
該
区
分
に
属
し
て
い
る
労
働
者
に
つ
い
て
他
の
区
分
に
属
し
て
い
る
労
働
者
と
は
異
な
る
雇
用
管

理
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
設
定
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。以
下
同
じ
。）ご
と
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

必
要
に
応
じ
て
第
五
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
、
第
十
四
号
、
第
十
六
号
、
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
、

第
二
十
四
号
及
び
第
二
十
五
号
に
掲
げ
る
事
項
を
把
握
し
た
場
合
も
、
同
様
と
す
る
。

第
二
条

法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
事
業
主
が
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
直
近
の
事
業
年
度
に
お
け
る
そ
の
事
業
に
お
け
る
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
に
関
す

る
状
況
に
関
し
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
第
五
号

か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
号
及
び

第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
は
、
雇
用
管
理
区
分
（
職
種
、
資
格
、
雇
用
形
態
、
就
業
形
態
等
の
労
働
者
の
区
分
で

あ
っ
て
、
当
該
区
分
に
属
し
て
い
る
労
働
者
に
つ
い
て
他
の
区
分
に
属
し
て
い
る
労
働
者
と
は
異
な
る
雇
用
管

理
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
設
定
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。以
下
同
じ
。）ご
と
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

必
要
に
応
じ
て
第
五
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
、
第
十
四
号
、
第
十
六
号
、
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
、

第
二
十
四
号
及
び
第
二
十
五
号
に
掲
げ
る
事
項
を
把
握
し
た
場
合
も
、
同
様
と
す
る
。

一
〜
十
二

（
略
）

一
〜
十
二

（
略
）

十
三

そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
男
女
別
の
労
働
基
準
法
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
労
働
時
間

の
制
度
、
在
宅
勤
務
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
勤
務
等
の
柔
軟
な
働
き
方
に
資
す
る
制
度
の
利
用
実
績

十
三

そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
男
女
別
の
労
働
基
準
法
第
三
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
労
働
時
間
の
制

度
、
在
宅
勤
務
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
勤
務
等
の
柔
軟
な
働
き
方
に
資
す
る
制
度
の
利
用
実
績

十
四
〜
二
十
五

（
略
）

十
四
〜
二
十
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
六
十
八
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
三
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
以
下
「
新
安
衛
則
」
と
い
う
。）第
十
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
第
二
号
、
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
五
十
二
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
、

第
五
十
二
条
の
四
か
ら
第
五
十
二
条
の
七
の
三
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
以
降
の
期
間
の
み
を
新
安
衛
則
第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
の
超
え
た
時
間
の
算
定
又
は
新
安
衛
則
第
五
十
二
条
の
七
の
二
第
一
項
の
超
え
た
時
間

の
算
定
の
対
象
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
年
三
月
三
十
一
日
を
含
む
期
間
を
こ
れ
ら
の
超
え
た
時
間
の
算
定
の
対
象
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

新
安
衛
則
第
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
第
一
号
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
以
降
に
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
四
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
六
十
六
条
の
四
、
第
六
十
六
条
の
八
第
四
項
（
同
法
第
六
十
六
条
の
八
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
六
十
六
条
の
十
第
五
項
の

規
定
に
よ
る
医
師
又
は
歯
科
医
師
か
ら
の
意
見
聴
取
を
行
っ
た
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


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